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1. はじめに 

 近年，オフィスや商店街など様々な場所

でのセキュリティシステムとして監視カメ

ラが利用されるようになった．本研究室で

も，オフィスのスマート化[1]として，レー

ザーセンサやカメラロボットなど各種セン

サー群を協調させる事で，遠隔地からの環

境内の監視・録画を行うシステム[2]開発し

た． しかし，監視カメラを常にモニターす

るという作業は，実際のオフィスなどでは

難しい．警備員が全てのモニターをチェッ

クするという作業も現実的には難しい．本

研究では，視覚センサ群の連携による人物

追跡システムを利用して利用者にとって負

担とならない監視システムの設計を行う． 

2. 人物追跡システム 
 環境内に配備された全方位視覚センサ(図

１)により，人物検出を行う．全方位視覚セ

ンサは周囲 360度の画像を取得することが

可能であり，広範囲の動画像を取得する際

に有効である．本研究では全方位センサの

動画像を画像処理することで人物の検出を

行った．フレーム間の画像の差分を取るこ

とで人物の領域を抽出する．フレーム間差

分を用いたシステムでは，Head Finder [3]

ある．Head Finderでは，フレーム間差分の

輪郭情報を用いているが，本研究では，フ

レーム間差分における輪郭内部の領域を検

出領域としている．差分によって検出され

た領域は，光や，影などノイズによって大

きく影響を受けてしまうので，検出領域の

中で人物領域として適当な部分だけを抜き

出す処理を行う必要がある．人物領域の候

補となるブロッブにラベル付けを行い，予

め登録しておいた人物モデルとの比較を行

い，幅，高さにおいて，人物領域として適

当な部分のみを人物領域として 

検出する． 
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    図１ 全方位センサ 

検出された人物領域は，フレーム間での対

応がとれていないという問題がある．本研

究では，このフレーム間の対応をとるため

にヒストグラムマッチングという方法を用

いる．基本的には前のフレームで一番近く

に存在した人物領域と対応付けをとればよ

いが，接近した状況下で重なった人物の対

応をとるのは難しい．そこで，服の色に着

目し，人物領域の服の部分の色をヒストグ

ラムにし，人物領域ごとに正規化相関をと

る．通常の正規化相関法では，同じ画像で

なくては高い相関は得られないがヒストグ

ラム同士の正規化相関では，似たような色

が多い領域同士で高い相関値を得ることが

できる．検出された人物領域を元に，最後

に現実空間座標へトレースを行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図２.検出された人物領域 

 

3. 認証システム 
環境内に入る前に，まず認証エリアで認証

を行う必要がある．認証を行わない人物は

ゲストとしてシステムに認識されるが，認

証を行う事で，ＴＶ会議システム，プリン
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トデリバリーシステム等のサービスを受け

る事が可能となる．認証には，[1]の顔認識

や，オムロン社のニューロンゲート，音声

認証システムを用いる． 

4. セキュリティブラウザシステム 
 環境内の人物の位置情報を視覚化する為

に Java3Dによるセキュリティブラウザ(図

３)を開発した．このセキュリティブラウザ

は，環境内のネットワークカメラと人物追

跡システム，認証システムと接続し，環境

内の監視カメラの対象範囲を表示する事が

できる．またこのブラウザでモニタリング

対象となるオフィス環境を構築する為に，

Java3Dのエディタを開発した．このエディ 

タを利用する事でシステムに合わせたオフ

ィス環境を構築する事が出来る．環境内に

人物が現れると人物検出システムから人物

情報が送られてくる．認証システムを通過

した場合，人物情報も同時に送られてくる．

データベースに格納された人物情報が，セ

キュリティブラウザ上の３Ｄの人物の顔に

テクスチャとして貼られるので誰がどこに

いるのかすぐに分かるようになっている．

また，監視カメラの視角範囲を表示し，ど

のエリアを監視しているのが分かるように

なっている．また，ネットワークカメラを

操作したい場合，そのカメラの監視エリア

をクリックすれば操作アプリケーションが

起動する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図３.セキュリティブラウザ 

5. システム設計 
本システムは，全て Javaによって構成され

ている．使用したマシンは，人物検出用シ

ステム１台，セキュリティブラウザ用のマ

シン１台である．VB-C10は，Webサーバを

用意しているので，カメラ毎にマシンを用

意する必要が無い．全方位センサに関して

も今後ネットワーク化を計画しており，設

置が用意になるよう計画している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図４．システム構成図 

図４は，本システムの構成図である． 
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6. おわりに 
 本研究では，センサ系の情報を統合し，

ユーザーに有益なかたちで提供することを

目的として研究を行った．その結果として

開発された視覚センサによる人物検出，追

跡システムを利用して，センサ情報のビジ

ュアライゼーションを行い，ユーザビリテ

ィの高い監視システムを設計，実装した．

今後は，監視ログのブラウジングにおいて，

より効果的な閲覧が可能なように，今後は

監視映像ログの意味的な検索を可能として，

オフィス空間に適した対人セキュリティシ

ステムとしてより現実的なアプリケーショ

ンとして完成させていく考えである． 
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